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 能登半島地震でお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り致しますとともに、被

災されたみなさまに心よりお見舞い申し上げます。自治体、公務公共職場で働くみ

なさん、昼夜を問わず連日の災害対応おつかれさまです。 

 

1
月
31
日(

水)

、

広
島
ロ
ー
ド
ビ
ル
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

で
「
２
０
２
４
年
春

の
組
織
集
会
」
が
開

催

さ

れ
、
会

場

26

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

52

名
、
計

78
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
平
松
執
行

委
員
長
が
、
「
こ
の

集
会
は
新
し
く
仲
間

を
増
や
す
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
持
っ
て
帰
っ

て
も
ら
う
場
。
新
年

に

大

き

な

災

害

が

あ
っ
た
が
、
避
難
所

の
学
校
に
給
食
の
調

理
場
が
あ
り
調
理
員

が
い
た
ら
、
温
か
い

料
理
が
提
供
で
き
、

衛
生
面
も
配
慮
が
で

き
て
皆
が
助
か
る
の

に
…
と
思
わ
ず
に
い

ら
れ
な
い
。
で
も
広

島
市
で
は
そ
の
調
理

員
が
ピ
ン
チ
。
仲
間

を
増
や
し
て
、
職
場

を
守
り
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。 

 

続
い
て
組
織
拡
大

の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
４
単
組
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

広
島
市
職
労
保
育

園
支
部
の
平
田
書
記

次
長
は
、
会
計
年
度

任
用
職
員
千
人
以
上

に
加
入
を
呼
び
か
け

る
新
し
い
チ
ラ
シ
作

成
の
工
夫
を
紹
介
。 

 

 

広
島
県
福
祉
事
業

団
労
組
の
鈴
木
さ
ん

は
、
新
採
に
近
い
二

十
代
の
組
合
員
が
Ｔ

ｉ
ｋ 

Ｔ
ｏ
ｋ
で
組
合

紹
介
動
画
を
作
っ
た

こ
と
な
ど
が
報
告
し

ま
し
た
。 

 

広
島
市
留
守
家
庭

労
組
の
伊
藤
副
執
行

委
員
長
は
、
組
合
未

加
入
者
全
員
へ
お
手

紙

作

戦

実

施

の

結

果
、
組
合
加
入
へ
前

向
き
な
反
応
が
得
ら

れ
た
報
告
を
。 

 

広
島
市
児
童
館
労

組
の
加
藤
執
行
委
員

長
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
使
っ
た
セ
ッ
ト

共
済
拡
大
の
取
り
組

み
と
単
組
加
入
率
が

上
が
る
こ
と
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
木
下
組

織
部
長
が
、
労
働
組

合
の
基
本
的
な
成
り

立
ち
や
活
動
内
容
な

ど
を
紹
介
し
、
「
住

民
と
職
員
の
い
の
ち

と
く
ら
し
を
守
り
き

る
た
め
、
公
務
公
共

を
大
き
く
し
よ
う
」

と
行
動
提
起
し
ま
し

た
。 

 

そ
し
て
「
今
日
の

話
は
ぜ
ひ
身
近
な
未

加
入
者
に
説
明
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
欲

し
い
。
１
人
ず
つ
で

は
弱
く
て
も
、
労
働

組
合
で
集
ま
り
、
大

き
く
な
る
こ
と
が
大

切
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

 

最
後
に
升
原
組
織

部
副
部
長
が
、
「
組

織
拡
大
は
ど
こ
も
し

ん

ど

い

課

題

だ

け

ど
、

4
月
に
な
っ
た

ら
新
採
が
入
っ
て
く

る
。
何
も
し
な
か
っ

た

ら

誰

も

入

ら

な

い
。
お
互
い
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。 

 

1

月

20

日(

土)

午

後
、
平
和
記
念
資
料
館
東

館
で
、
広
島
の
文
化
の
未

来
を
考
え
る
教
職
員
の
会

と
緑
ゆ
た
か
な
静
寂
の
地

で
広
島
の
文
化
を
創
造
・

継
承
し
た
い
市
民
の
会
が

共
催
で
、
講
演
会
「
国
際

平
和
文
化
都
市
広
島
の
図

書
館
を
考
え
る
～
広
島
市

立
中
央
図
書
館
の
歴
史
と

未
来
～
」
を
開
催
し
、
広

島
女
学
院
大
学
の
出
雲
俊

江
教
授
が
お
話
さ
れ
ま
し

た
。

60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

冒
頭
、

1
月

19
日
に

広
島
市
議
会
総
務
委
員
会

で
提
案
さ
れ
た
「
浅
野
文

学
館
」
建
設
に
つ
い
て
、

「
浅
野
文
庫
」
を
切
り
離

す
こ
と
を
意
味
し
、
違
和

感
が
あ
る
。
こ
こ
に
中
央

図
書
館
移
転
の
本
質
的
問

題
＝
貴
重
資
料
を
別
置
す

る
、
と
問
題
提
起
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
図
書
館

は
「
量
」
的
豊
か
さ
を
追

求
す
る
企
業
論
で
は
な

く
、
「
多
様
性
」
＝
い
ろ

い
ろ
な
図
書
館
と
つ
な
が

り
、
い
ろ
い
ろ
な
目
的
を

持
つ
人
が
文
化
の
「
質
」

を
豊
か
に
支
え
る
場
所
で

あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
被
爆
地
ヒ
ロ

シ
マ
の
中
央
図
書
館
は

「
平
和
」
関
連
の
資
料
が

大
切
に
保
存
、
収
集
さ

れ
、
広
島
市
の
都
市
構

想
・
都
市
計
画
に
は
、
私

た
ち
市
民
が
質
の
高
い
も

の
を
求
め
て
い
こ
う
、
と

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

～ 2024年春の組織集会 開催 ～ 

組
織
拡
大 

取
り
組
み
紹
介 

公
務
公
共
の
力
を 

大
き
く
！ 

仲
間
を
増
や
し
、 

職
場
を
守
ろ
う
！ 

組合員が増えると 

交渉が有利に！ 

組合加入が 

賃金改善の力に！ 

組合を大きく・強くして要求実現を！ 

組合の姿を見せながら、あきらめず、粘り強く、闘おう 

＊ 

広
島
の
図
書
館
を
考
え
る 

＊ 

自治労連火災共済 風水害特約 
（地震等見舞金付） 

が 

オススメ！ 

１００口加入した場合の 

全壊・全流出時の最大支払い額 
※掛金は木造等で１口５円、耐火構造で１口２.５円です 

 風水害等 
台風 洪水 降雹 雪害

地震等 
地震、噴火、津波等 

基本型 最大３００万円 最大３００万円 
掛金（月額） 木造500円・耐火構造250円  

建物特約 最大３００万円 最大１００万円 

掛金（月額） 木造500円・耐火構造250円 

家財特約 最大３００万円 最大１００万円 

掛金（月額） 木造500円・耐火構造250円 

合計 最大９００万円 最大５００万円 

掛金（月額） 木造1500円・耐火構造750円 

加入には条件がありま

す。お問い合わせ・パ

ンフレットのご請求

は、組合事務所へ。 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren
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１
月
１
日
に
能
登
半
島

を
中
心
に
「
令
和
６
年
度

能
登
半
島
地
震
」
と
呼
ば

れ
る
震
度
７
の
地
震
が
発

生
。
石
川
県
全
体
の
人

名
、
家
屋
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
に
甚
大
な
被
害
を
与

え
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て

い
る
１
月

28
日
現
在
も

復
旧
の
見
込
み
は
残
念
な

が
ら
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

能
登
半
島
地
震
の
深
刻

な
現
状
を
目
の
当
た
り
に

し
、
改
め
て
自
治
体
職
員

の
人
手
不
足
の
実
態
と
災

害
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

■

 

総
務
省
の
「
令
和
４
年

地
方
公
共
団
体
定
員
管
理

調
査
」
で
は
、
地
方
公
共

団
体
の
常
勤
職
員
は
１
９

９
４
年
の
最
大
時
に
３
２

８
万
２
千
人
だ
っ
た
の

が
、
現
在
は
２
８
０
万
４

千
人
、
と

47
万
８
千
人

も
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
分
一
人
当
た
り

の
仕
事
量
は
増
加
し
、
多

く
の
自
治
体
職
場
で
は
日

常
業
務
を
こ
な
す
だ
け
で

も
多
く
の
時
間
外
労
働
を

行
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
に
災
害
が
起
こ
れ

ば
災
害
復
興
に
必
要
な
膨

大
な
業
務
が
新
た
に
加
わ

り
ま
す
。
復
興
業
務
は
通

常
と
違
う
業
務
で
あ
り
、

そ
の
任
に
あ
た
る
職
員
は

少
な
い
人
員
で
慣
れ
な
い

仕
事
と
た
く
さ
ん
の
業
務

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
が
原
因
で
処
理

に
時
間
が
か
か
り
、
業
務

が
滞
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。 

 

実
際
に
平
成

30
年
の

調
査
で
は
業
務
遂
行
に
時

間
が
か
か
っ
た
要
因
と
し

て
、
人
員
不
足
と
慣
れ
な

い
業
務
に
対
す
る
理
解
不

足
や
過
大
す
ぎ
る
業
務
量

を
挙
げ
る
声
が
多
く
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

日
本
は
地
震
災
害
に
限

定
し
て
も
１
９
９
５
年
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

２
０
２
４
年
の
能
登
半
島

地
震
の

28
年
間
で
７
回

も
震
度
７
の
地
震
が
あ

り
、
こ
れ
に
台
風
や
豪
雨

災
害
な
ど
も
加
わ
る
と
、

日
本
は
ほ
ぼ
毎
年
ど
こ
か

の
自
治
体
で
自
然
災
害
の

被
害
に
合
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
災
害
対
策

を
無
理
な
く
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
た
め
に
は
、
自
治
体

職
員
の
大
幅
な
増
員
が
必

要
で
す
。
人
手
不
足
の
現

状
で
充
分
な
人
員
を
確
保

す
る
に
は
、
大
幅
な
待
遇

改
善
は
不
可
欠
で
す
。
災

害
対
策
も
含
め
た
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上

の
た
め
に
、
労
働
組
合
を

中
心
と
し
た
要
求
や
運
動

を
大
き
く
展
開
し

て
実
現
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

2024 

春闘 

第３回（終）予算・人員増で平時から防災・減災対策を 

 

２
月
３
日
（
土
）
～
４

日
（
日
）
大
阪
で
第

32

回
自
治
体
非
正
規
公
共
関

係
労
働
者
全
国
交
流
集
会

が
２
０
１
９
年
の
長
野
以

来
４
年
ぶ
り
に
現
地
開
催

と
な
り
ま
し
た
。 

 

開
会
に
さ
き
だ
ち
、
１

月
１
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
や
被
災
者
へ
の
追

悼
の
言
葉
で
始
ま
り
ま
し

た
。 

 

春
闘
方
針
で
は
、
多
く

の
単
組
で
会
計
年
度
任
用

職
員
に
勤
勉
手
当
の
支
給

や
４
月
遡
及
の
前
進
回
答

を
引
き
出
せ
た
成
果
を
喜

び
つ
つ
も
、
「
公
務
・
公

共
を
取
り
戻
す
」
運
動
実

現
へ
、
誇
り
と
怒
り
を

持
っ
て
要
求
実
現
に
繋
げ

る
こ
と
の
重
要
さ
を
力
強

く
訴
え
ま
し
た
。 

 

特
別
報
告
で
は
、
広
島

市
動
植
物
公
園
職
員
労
働

組
合
の
佐
藤
貴
子
執
行
委

員
が
、
「
安
佐
動
物
公
園

に
お
け
る
嘱
託
職
員
の
正

規
化
に
つ
い
て
」
発
言

し
、
正
規
化
ま
で
の
背
景

や
運
動
の
戦
略
や
方
針
、

弁
護
士
や
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
等
に
つ
い

て
発
言
し
ま
し
た
。 

 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
全
国
の
参
加
者
か
ら
報

告
に
対
す
る
質
疑
応
答
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

初
日
の
最
後
は
、
地
域

か
ら
運
動
の
展
開
と
政
治

を
変
え
る
必
要
性
を
訴

え
、
集
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
夕
方
の
交
流
会

は
、
大
阪
自
治
労
連
の
手

作
り
感
あ
ふ
れ
る
内
容
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
分
科
会
や
講

座
で
学
習
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、
顔
を
合

わ
せ
て
の
開
催
は
充
実
し

た
内
容
で
あ
り
、
広
島
自

治
労
連
、
単
組
で
活

か
し
て
い
き
ま
す
。 

● 第32回自治体非正規・公務公共関係労働者全国交流集会 ● 

要
求
実
現
で 

「
公
務
公
共
」
を 

取
り
戻
そ
う 

広
島
か
ら 

嘱
託
職
員
の
正
規
化 

を
報
告 

 

１
月

26

日

〜

27

日
、
京
都
市
で
自
治

労
連
第

66
回
中
央
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、

上
期
の
活
動
報
告
や

運
動
方
針
案
な
ど
を

議
論
し
ま
し
た
。
広

島
自
治
労
連
か
ら
３

名
が
参
加
、
全
体
の

女
性
比
率
は

24
％
で

し
た
。 

 

冒
頭
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に

黙
祷
を
捧
げ
、
桜
井

中
央
執
行
委
員
長
は

被
災
者
の
安
否
を
気

遣
う
と
共
に
、
被
災

地
に
派
遣
応
援
中
の

自
治
体
職
員
に
対
し

激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
た
。 

 

討
論
で
は
、
石
川

県
本
部
や
派
遣
応
援

に
行
っ
た
他
都
市
の

単
組
か
ら
、
報
道
以

上
の
被
害
状
況
や
劣

悪
な
環
境
の
避
難
所

の
状
態
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

 

多

く

の

単

組

か

ら
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
４
月
遡
及
や

勤
勉
手
当
支
給
、
組

織
拡
大
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

広
島
自
治
労
連
か

ら
は
、
広
島
市
長
の

教
育
勅
語
引
用
問
題

や
、
外
郭
団
体
で
働

く
嘱
託
職
員
の
賃
金

を
「
同
一
労
働
同
一

賃
金
」
に
基
づ
く
よ

う
人
事
部
長
に
申
し

入
れ
た
こ
と
な
ど
を

発
言
し
ま
し
た
。 

 

平
成
の
大
合
併
や

新
自
由
主
義
で
公
務

公
共
職
員
が
削
減
さ

れ
た
が
、
平
時
か
ら

災

害

に

備

え

る

予

算
・
人
員
を
取
り
戻

し
、
住
民
の
た
め
奮

闘
し
よ
う
、
そ
れ
が

「
公
務
公
共
を
取
り

戻
す
こ
と
」
と
意
思

統
一
し
、
全
て
の
議

案
が
採
択
さ
れ
終
了

し
ま
し
た
。 

被
災
地
の
状
況
は
、

報
道
以
上
の
劣
悪
な

環
境 

住
民
の
た
め
の
公
務

公
共
を 

広島市動植物公園職労  

佐藤貴子執行委員 

 

 

２
月
５
日
（
日
）
午

後
、
広
島
市
中
区
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
Ｇ

７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
記
念

コ
ー
ナ
ー
（
仮
称
）
設

置
問
題
を
考
え
る
！
」

が
開
催
さ
れ
、

28
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

主
催
団
体
の
Ｇ
７
広

島
サ
ミ
ッ
ト
を
考
え
る

ヒ
ロ
シ
マ
市
民
の
会
の

神
部
共
同
代
表
が
、
被

爆

者
団

体

は

も
と

よ

り
、
関
係
団
体
・
市
民

へ
の
説
明
・
合
意
な
く

進
め
ら
れ
、
結
論
あ
り

き
の
開
設
を
は
じ
め
、

全
７
点
に
つ
い
て
問
題

提
起
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
３
名
の
市
民

が
発
言
し
ま
し

た
。 

 

  

  

 

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
国

立
記
念
公
園
を
視
察
し

た
方
か
ら
は
、
同
公
園

は
戦
争
記
念
館
の
位
置

づ
け
で
建
設
さ
れ
て
お

り
、
広
島
の
平
和
公
園

と
の
協
定
締
結
で
ど
の

よ
う
な
交
流
を
目
的
と

し
て
い
る
の
か
明
確
で

な

い

限

り
、
締

結

は

い
っ
た
ん
保
留
し
、
全

市
的
な
議
論
が
必
要
だ

と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

今
後
は
請
願
署
名
他

取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
終
了
し
ま
し
た
。 

 

広
島
市
の
平
和
政
策

が
問
わ
れ
る
問
題
で
あ

り
、
広

島

自

治

労

連

は
、
ヒ
ロ
シ
マ
市
民
の

会

の

賛
同

団
体

と

し

て
、
問
題
点
を
組
合
員

と
共
有
し
て
い
き
す
。 

G7広島サミット 

記念コーナー 

◆ 自治労連第66回中央委員会in京都 ◆ 


